
株券電子化制度の開始により特別口座に登録された株式は、証券取引所で自由に売買することができません。
そのため、対象の株主様には以下のお手続きをおすすめしています。

100株未満の株式をお持ちの株主様は、単元未満株
式の買取請求をご利用いただけます。
本制度をご利用いただくと、お持ちの単元未満株式
を手数料無料で当社に売却いただけます。
お手続きは三菱UFJ信託銀行までお問合せください。

特別口座に登録された株式を証券口座に振り替えて
いただくことができます。
証券口座に振り替えた単元株式は、証券取引所で自
由に売買することができます。
振替に必要なお手続きはお取引の証券会社までお問
合せください。

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部  0120-232-711（東京）  0120-094-777（大阪）

特別口座が開設されたかどうかわかりません。
三菱UFJ信託銀行までお問合せください。特別口座の開設状況や必要なお手続きを通話料
無料でご案内します。

※買取価格は、買取請求書類が三菱UFJ信託銀行に到着した日の終
値となります。

※証券口座をお持ちでない株主様は、新たに証券口座を開設していただく必要があります。お手続きは最寄りの証券会社までお問合せください。
※単元未満株式についても証券口座へ振り替えていただくことができますが、証券取引所では自由に売買することができません。

株主様
60株ご所有

買取請求
60株を当社へ売却

60株を買取り

売却代金の支払
ご指定の口座に入金

特別口座
100株

証券口座
100株

振 替
売買不可

売買可能

証券取引所

単元未満株式の買取請求 ～単元未満株式（100株未満）をお持ちの場合～

証券口座への振替 ～単元株式（100株以上）をお持ちの場合～
証券コード：1963

2016年4月1日～2016年9月30日

第121期 株主通信
2016年9月期

Q
A

特別口座で株式を保有されている株主様へ



株主の皆様には、日頃から日揮（JGC）グループをご支援
いただき、心から御礼申し上げます。
ここに、2016年9月期（2016年4月1日～2016年9月30日）
の株主通信をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。

まず最初に、米国で遂行中の石油化学プロジェクトにおい
て、想定以上の天候不順に起因する納期遅延による建設工事
費用の大幅な増加および円高の進行により、誠に遺憾ながら
当第2四半期連結累計期間の業績につき、当期損失を計上
し、また、2017年3月期通期業績についても、当期損失を
内容とする業績予想の修正を行うに至ったことに関し、株主
の皆様に心からお詫び申し上げます。

なお、配当につきましては、期初発表の年間配当金 （一株あ
たり30円） を維持させていただく予定としております。

日揮グループは、本年5月に新中期経営計画「Beyond the 
Horizon」を発表し、本年9月には「Beyond the Horizon」
を実現するための新たな組織体制に移行しました。

新組織のもと、日揮グループは、コアビジネスであるオイル
&ガス分野のEPC事業を中心としつつ、インフラ分野に事業
領域を拡大させていき、「Beyond the Horizon」達成のた
め全社一丸となって邁進してまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも、一層のご支援、ご
指導を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役会長
佐藤 雅之

代表取締役社長
川名 浩一

決算ダイジェスト（連結） ご挨拶
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通期

121期

3,183億円
120期
4,361億円
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（累計）

第2四半期
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1,548億円
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629億円
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▲209億円
120期
319億円
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※契約金額の修正・変更および為替変動による修正を
　加えております。

新中期経営計画
「Beyond The Horizon」

Program Management Contractor
& Investment Partner

ROE
10%
以上

配当性向

30%
を目途

売上高

1兆円
以上

親会社株主に帰属する
当期純利益
600億円

2021年
3月期

目 標 お よ び 配 当 政 策

親 会 社 株 主に帰 属する四 半 期（当期）純利益売 上 高

受 注 高 受 注 残 高
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単位：石油換算 100万トン
出典：World Energy Outlook 2015

2040年予測
2013年実績

1,302

4,020

1,071
594

1,908

775

1,5541,760

1,171
689

3,037

744
618

932

2,7462,694

アフリカ

中国

世界

東南アジア

インド

ヨーロッパ
中東

北米

ラテンアメリカ
32%増

17,934

13,559

主要地域、国別エネルギー需要予測

業績報告 厳しいマーケット環境を克服、さらなる成長を目指す
株主の皆様へ

マレーシアで遂行中のLNGプラント建設プロジェクト

　2014年半ばからの原油価格下落を受けて、全般
的には産油・産ガス諸国および大手石油会社等に
よる設備投資の抑制が続くなか、原油価格は年初
の水準に比べ持ち直しつつあり、設備投資計画に
一部再開の動きが出てきております。
　このようなマーケット環境のもと、大型LNGプ
ロジェクトをはじめとする受注済みプロジェクト
の確実な遂行に注力いたしましたが、米国で遂行

　新興国における人口増加や経済成長を背景に、今
後も世界的なエネルギー需要は増加すると見込まれ
ており、かつ原油価格が緩やかに上昇していること
から、2016年度以降プラントマーケットは徐々に
回復していくと予測しています。
　このような状況のもと、日揮（JGC）グループは、
新中期経営計画「Beyond the Horizon」に基づき、
コアビジネスであるオイル＆ガス分野のEPC事業の
拡大を図りつつ、EPC事業のインフラ分野への拡大
および事業投資等の非EPC事業からの安定的な利益
創出を図ることを目指しております。こうした方針

のもと、2016年7月にフィリピンにおける火力発
電所建設プロジェクトを当社グループ会社である
JGC PHILIPPINES, INC.とともに受注しました。ま
た、事業投資では、2016年9月に東燃ゼネラル石
油株式会社とともに北海道室蘭市においてバイオマ
ス発電事業を実施することを決定いたしました。
　日揮グループは2016年度後半も、確実に利益を
確保し得る優良案件をできる限り多く受注すること
で、受注目標の達成および受注済みプロジェクトの
確実な遂行に向けて、全力を挙げて取り組んでまい
ります。

中の石油化学プロジェクトにおいて、想定以上の
天候不順に起因する納期遅延による建設工事費用
の大幅な増加および円高の進行により、日揮（JGC）
グループの当第2四半期連結累計期間の業績は、売
上高3,183億円、営業損失141億円、経常損失148
億円、親会社株主に帰属する四半期純損失209億
円となりました。また、同累計期間における連結
受注高については1,548億円となりました。
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　当社は、現地語で「ヤ(世界)マル(終わり)=最果て」を意味する、ロシア北極圏ヤマル
半島にLNGプラントを建設する、史上最も過酷なプロジェクトに挑んでいます。

　太陽が昇らず、気温がマイナス50度を下回る冬季。凍った地表層の融解により地面が
ぬかるみ、建設工事が思うように進まない夏季。このような過酷な気象条件におけるプラ
ント建設工事を短納期で達成するために、本プロジェクトにおいては、アジア各地で分割
製作したプラント設備(モジュール)を大型船で建設現場へ運び、ひとつのプラントに組み
上げるモジュール工法を最大限に採用しています。総重量56万トンにも達するモジュー
ルを製作する10か所のモジュール建設ヤードの管理、砕氷船を利用した北極海航路での
輸送、そして「最果て」の地であるヤマルでの現場工事と、本プロジェクトは過去に当社
が経験したことのない困難との闘いの連続ですが、当社の英知を結集し、成功裏の完工を
目指して、プロジェクトを遂行しております。

最果ての地「ヤマル」

プロジェクト完工へ向けた闘い

極地でのプラント建設

5
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ヤマルLNGプラント(建設現場)
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連結財務諸表

四半期連結貸借対照表（要旨）	 （単位：百万円） 四半期連結損益計算書（要旨）	 （単位：百万円） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）	 （単位：百万円）

科　目 前期末
（2016年3月31日現在）

当第2四半期末
（2016年9月30日現在）

（負債の部）

流動負債 225,203 191,490

固定負債 44,905 42,801

負債合計 270,108 234,291

（純資産の部）

株主資本 417,009 385,395

その他の包括利益累計額 1,685 △ 943

非支配株主持分 978 916

純資産合計 419,673 385,368

負債純資産合計 689,782 619,659

科　目
前第2四半期（累計）

自 2015年4月 1日
至 2015年9月30日

当第2四半期（累計）
自 2016年4月 1日
至 2016年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー △ 30,732 △ 32,299

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 2,326 △ 13,505

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 2,731 △ 11,936

現金及び
現金同等物に係る
換算差額

△ 4,471 △ 4,071

現金及び
現金同等物の
増減額（△は減少）

△ 40,262 △ 61,812

現金及び
現金同等物の
期首残高

297,707 247,947

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

257,444 186,134

科　目 前期末
（2016年3月31日現在）

当第2四半期末
（2016年9月30日現在）

（資産の部）

流動資産 522,747 457,352

固定資産 167,034 162,307

有形固定資産 76,255 73,487

無形固定資産 14,385 12,208

投資その他の資産 76,394 76,610

資産合計 689,782 619,659

科　目
前第2四半期（累計）

自 2015年4月 1日
至 2015年9月30日

当第2四半期（累計）
自 2016年4月 1日
至 2016年9月30日

売上高 436,199 318,367 

売上原価 397,871 321,049 

売上総利益又は
売上総損失(△) 38,328 △ 2,682

販売費及び
一般管理費 10,844 11,508 

営業利益又は
営業損失(△) 27,483 △ 14,190

営業外収益 3,776 4,511 

営業外費用 2,109 5,180 

経常利益又は
経常損失(△) 29,149 △ 14,859

特別利益 13,911 213 

特別損失 1,109 428 

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失(△) 41,952 △ 15,074

法人税等 9,936 5,723 

非支配株主に帰属する
四半期純利益 99 109 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△) 31,916 △ 20,907
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主要プロジェクトの状況

事業遂行中

事業遂行中

事業遂行中

事業遂行中

事業遂行中

事業遂行中

進行中
進行中

発電・造水事業（サウジアラビア）

太陽熱発電事業（スペイン）

ガス開発事業会社へ資本参加（メキシコ）

事業遂行中 シェールオイル生産・開発事業（米国）

発電・造水事業（アラブ首長国連邦）

低品位炭原料の新液体燃料 JCF®
製造・発電実証プラント
デモンストレーション運転（インドネシア）

ガス処理能力増強工事（アルジェリア）

LNGプラント建設工事（オーストラリア）

LNGプラント建設工事（オーストラリア）

進行中

進行中

進行中

進行中

進行中

進行中

進行中

進行中

進行中

進行中 石炭ガス化複合発電実証試験設備建設工事（日本）

進行中 LNG受入基地建設工事（日本）

LNGコンプレックスの拡張工事（マレーシア）

進行中
製油所・石油化学コンプレックス建設工事（ベトナム）

日揮（JGC）グループは、世界の様々
な地域でビジネスを展開しています。
そのうち、当第２四半期末における主な
プロジェクトの状況をご紹介します。

大型エチレン製造プラント建設工事（米国）

シェールガス生産・開発事業（カナダ）

重質油処理設備建設工事（ベネズエラ）

洋上 LNGプラント建設工事（マレーシア）

大型製油所中核設備建設工事（サウジアラビア）

大型 LNGプラント建設工事（ロシア）

大型製油所建設工事（クウェート）

事業遂行中

ビジネスパークの計画策定、企業誘致・土地斡旋事業（中国）

電力・蒸気供給事業（サウジアラビア）

メガソーラー発電事業（日本）

複合都市開発事業（インド）

事業遂行中

事業遂行中

メガソーラー発電事業（日本）事業遂行中

事業遂行中

受注案件 進行中案件
事業遂行中案件

大型石油化学コンプレックス基本設計役務（米国）

ガス処理プラント建設工事（バーレーン）

製油所能力増強工事（インドネシア）進行中

進行中

火力発電所建設工事（フィリピン）受 注

メガソーラー発電所建設工事（日本）受 注
太陽熱発電事業（スペイン）シェールガス生産・開発事業（カナダ）

大型エチレン製造プラント建設工事(米国)

新液体燃料JCF®の製造・発電実証プラント（インドネシア）

石炭ガス化複合発電実証試験設備建設工事（日本）

LNGプラント建設工事（オーストラリア）

メガソーラー発電所建設工事（日本）
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カンボジアの病院事業

　当社、当社子会社48社および関連会社34社からなる日揮グループは、各種プラント・施設の計画、設計、
建設、試運転役務に関する事業ならびにこれらに附帯する機材調達、検査・保守に加え触媒・ファイン製品
の製造・販売等を営んでいます。
　各事業における当社および主要なグループ会社の位置づけは、以下のとおりです。

日揮（JGC）グループ

▲

触媒・ファイン事業

▲

総合エンジニアリング事業

▲
その他の事業

設計・調達・建設
■ 日揮プラントイノベーション株式会社
■ JGC SINGAPORE PTE LTD（シンガポール法人）
■ JGC PHILIPPINES, INC.（フィリピン法人）
■ PT. JGC INDONESIA（インドネシア法人）
■ JGC Gulf International Co., Ltd.（サウジアラビア法人）
■ JGC Gulf Engineering Co., Ltd.（サウジアラビア法人）
 JGC Vietnam Co., Ltd.（ベトナム法人）
 JGC Algeria S.p.A.（アルジェリア法人）

■ JGC OCEANIA PTY LTD（オーストラリア法人）
■ JGC America, Inc.（米国法人）

検査・保守
■ 青森日揮プランテック株式会社

プロセスライセンシング 
■ 日揮ユニバーサル株式会社

温室効果ガス排出権取引 
■ JMD温暖化ガス削減株式会社

触媒・ファイン事業
■ 日揮触媒化成株式会社
■ 日本ファインセラミックス株式会社
■ 日揮ユニバーサル株式会社

原油・ガス生産販売事業 
■ JGC Energy Development（USA）Inc.（米国法人）
■ JGC Exploration Eagle Ford LLC（米国法人）
■ JGC EXPLORATION CANADA LTD.（カナダ法人）

機器調達
日揮商事株式会社
JGC Italy S.r.l.（イタリア法人）

発電、造水事業
■ JGC-ITC ラービグユーティリティ株式会社
■ 日揮みらいソーラー株式会社
■ 鴨川みらいソーラー株式会社

オフィスビル管理
■ 日揮ビジネスサービス株式会社

コンサルティング 
■ 日本エヌ・ユー・エス株式会社

■ 連結子会社　■ 関連会社で持分法適用会社　2016年9月30日現在

Subtopic

　当社は、本年10月に脳神経外科を中核に救命救急機能を持つ日本式
の病院を開院し、カンボジアでの病院事業を開始しました。本事業は、
日本人医師が主導する質の高い医療サービスを提供することで、カン
ボジアの医療水準向上に貢献し、高度な医療サービスを求め近隣諸国
に流出している年間21万人の同国患者の負担軽減を図る予定です。
　生活の質の向上や高齢社会の進展等を背景に、高度な医療への需要
は世界各地域で高まっており、当社は、対象地域のニーズに合わせた病
院の設計・建設、病院事業の運営を通じて、世界各地域における医療水
準の向上に寄与してまいります。

　当社は、野菜温室施設を完成させ、ロシア連邦ハバロフスク
における野菜生産事業を開始しました。本事業は、ロシア極東
地区への事業投資ということで高い注目を集めており、開所
式当日は、ハバロフスク地方政府知事をはじめ同国政府要人
の臨席を賜り、投資に対する感謝の言葉をいただきました。本
施設で栽培された野菜は市内のスーパーマーケットやレスト
ランに出荷されますが、販売時には行列ができるなど、新鮮で
質の良い野菜として大変人気を得ており、温室施設拡張によ
る生産量拡大が早速検討されています。

新規事業への挑戦

ロシア連邦ハバロフスクの野菜生産事業
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会社概要（2016年9月30日現在） 株式の状況（2016年9月30日現在）

●株式数 発行可能株式総数
発行済株式総数

600,000,000株
259,052,929株

●株主総数 14,921名

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
基 準 日 3月31日　※中間配当は実施しておりません。
定 時 株 主 総 会 6月下旬
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部  〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
お問合せ先：0120-232-711　各種お手続き用紙のご請求：0120-244-479
インターネットアドレス：http://www.tr.mufg.jp/daikou/

公 告 の 方 法 電子公告により、当社ウェブサイト（http://www.jgc.com/）に掲載します。
なお、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合
は、東京都において発行する日本経済新聞に掲載します。

証 券 コ ー ド 1963

●大株主

●株式の分布状況

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 22,366 8.63 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口） 20,491 7.91 
日揮商事株式会社 12,112 4.67 
株式会社三井住友銀行 11,000 4.24 
公益財団法人日揮・実吉奨学会基本財産口 8,433 3.25 
株式会社みずほ銀行 5,700 2.20 
BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG
 (FE-AC) 5,431 2.09 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口９） 5,032 1.94 
資産管理サービス信託銀行株式会社
(証券投資信託口) 4,568 1.76 
NORTHERN TRUST CO. (AVFC) SUB A/C
AMERICAN CLIENTS 4,242 1.63 

注1. 持株数は千株未満、持株比率は小数点第3位以下をそれぞれ切り捨てて
表示しております。

注2. 当社は自己株式6,744千株（2.60％、第６位）を保有しておりますが、上
記表中からは除外しております。

※小数点第3位を四捨五入しております。

株主メモ

信託銀行
28.29%

銀行
7.71%

個人・その他
10.81%

自己株式
2.60%

外国法人等
34.87%

その他の法人
12.41%

金融商品取引業者
0.93%

生保・損保他
2.37%

●設立 1928年10月25日
●資本金 235億円
●従業員数 （連結）7,601名

（単体）2,359名
●上場証券取引所 東京証券取引所（市場第1部）

横浜本社 〒220-6001
神奈川県横浜市西区みなとみらい
二丁目3番1号
電話 045-682-1111

東京本社
（本店）

〒100-0004
東京都千代田区大手町
二丁目2番1号（新大手町ビル）
電話 03-3279-5441

事業所 MMパークビルオフィス（神奈川県横浜市）
上大岡オフィス（神奈川県横浜市）

研究所 技術研究所（茨城県大洗町）
事務所 国内　大阪事務所

海外　 北京、ヤンゴン、ジャカルタ、パース、
アブダビ、ドーハ、テヘラン、クウェート、
バスラ、バグダッド、アルマティ、
モスクワ、パリ、アルジェ

●主要な事業所および事務所

日揮ＩＲサイトのご紹介

http://www.jgc.com/jp/05_ir/index.html

●取締役
代表取締役会長 佐藤雅之 
代表取締役社長 川名浩一 
取締役 山﨑裕 
取締役 赤羽根勉 
取締役 佐藤諭志 
取締役 三好博之 
取締役 鈴木正徳 
取締役 寺嶋清隆 
社外取締役 遠藤茂 
社外取締役 松島正之

●監査役　  
常勤監査役 島田豊彦
常勤監査役 牧野幸博 
監査役 森雅夫※
監査役 大野功一※
監査役 高松則雄※

●執行役員  
副社長執行役員 山﨑裕※※
副社長執行役員 赤羽根勉※※
専務執行役員 佐藤諭志※※
常務執行役員 三浦秀秋
常務執行役員 福山裕康 
常務執行役員 北川均 
常務執行役員 日高丈仁 
常務執行役員 三好博之※※
常務執行役員 武藤一義 
常務執行役員 保田隆 
常務執行役員 高橋直夫 
常務執行役員 山﨑憲一 
常務執行役員 鈴木正徳※※
執行役員 阿部茂 
執行役員 樗澤博 
執行役員 野村徳太郎 
執行役員 西口久和 
執行役員 岡﨑泰俊 
執行役員 小林信裕 
執行役員 奥田恭弘 
執行役員 吉田明朗 
執行役員 雨宮徹 
執行役員 遠藤方泰 
執行役員 寺嶋清隆※※
執行役員 田中裕次 
執行役員 松岡孝哉 
執行役員 藤井丈夫 
執行役員 林晃光 
執行役員 秋鹿正敬
執行役員 宮本誠人
執行役員 山崎亜也
執行役員 山口康春
執行役員 花田琢也
執行役員 川崎剛
執行役員 村元徹也 

※社外監査役　※※取締役兼務
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